
 

 

 

 

 

一般社団法人 

日本保健医療社会福祉学会 

第 32回大会プログラム 
 

 

 

 

 

 

 

－ 大会テーマ － 
 
 

 “ケア”が社会を動かす 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日  時  ： ２ ０ ２ ２ 年 １ ０ 月 ９ 日 （ 日 ） 

          １０ ： ００ ～ １７ ： ３０ 

開催方法 ： ラ イ ブ オ ン ラ イ ン 開催 

 

 

 

   

 

 

 

 

 



  

 

 

 
 

１０月９日（日）                                                   

    総合司会   篠原 純史 

10：00 開会挨拶                                                       

日本保健医療社会福祉学会 会長・大会長   

           髙山 惠理子   上智大学  

 

10：10～12：00 自由研究発表 

      座長  岡田 まり(立命館大学) 

 

１． 石綿健康被害者が直面する困難性の特徴 

- The World Health Organization Disability Assessment Scheduleを用いた生活機能調査- 

         福神 大樹（兵庫医科大学病院） 

２． ケアマネジャーによる医療との連携の質の研究―スーパービジョン事例の分析からー 

         田中 千枝子（日本福祉大学） 

３． がん体験者の世界観−スピリチュアリティの観点からー 

：SCAT（Step for Coding and Theorization）を用いた分析 

         稗田 朋子（関西学院大学大学院 人間福祉研究科 博士課程後期課程） 

４． 非がん疾患への緩和ケアにおけるソーシャルワークの一考察 

-終末期医療に関するガイドラインの分析から- 

         新保 一葉（西陣病院） 

５. 「依存症支援研修」受講後調査報告-複線経路・等至性モデル（TEM）分析を通して- 

野村 裕美（同志社大学）、稗田里香（武蔵野大学） 

 

13：00～14：30 基調講演   

岡野 八代  同志社大学（研究分野・西洋政治思想史） 
 

14：40～17：20 シンポジウム  
                           

「WITH コロナ時代における生活とソーシャルワーク 

～キーワードから考える～  マスク、除菌、ソーシャル ディスタンス～」   
                                      

座長  磯野 真穂  人類学者（専門領域・医療人類学) 

 

①スペシャル・レクチャー 「医療人類学からみるコロナ禍」   磯野 真穂 

②シンポジスト： マスク…巌 弥生子（瀬尾クリニック） 

                 除菌…乙坂 佳代（横浜総合病院地域医療総合支援センター） 

                 ソーシャル・ディスタンス…服部 安子（元浴風会ケアスクール）  

③ディスカッション 

④総括 

           

17：20～17：30 閉会挨拶 

大会日程 


